
＜東京メディカル歯科専門学校のディプロマ・ポリシー＞ 

 

  本校は、教育理念「知・技・倫・汗」のもと、所定の教育課程を修了し、歯科

衛生士国家試験受験資格を得るにふさわしい知識・技能・倫理観を修得した者に

卒業を認定します。 

卒業生には、次の能力を身に付けることを求めます。 

 

 

１．専門知識を活用し、科学的根拠に基づいた歯科衛生業務を実践できる。  

 

２．歯科予防処置、歯科診療補助、歯科保健指導を安全かつ適切に実践できる。  

 

３．患者の尊厳を尊重し、思いやりと責任感を持って行動できる。 

 

４．多職種と協働し、円滑なコミュニケーションを図ることができる。 

 

５．医療人として主体的に学び続け、地域社会の健康づくりに貢献できる。 

 


